
斐斐伊伊川川・・神神戸戸川川流流域域環環境境ママッッププづづくくりり  22002233 年年報報告告書書  

学学校校名名・・施施設設名名等等      雲雲南南市市立立阿阿用用小小学学校校  

担担当当者者名名      島島  裕裕司司

対対象象河河川川名名      阿阿用用川川 実実施施時時期期  秋秋  

取取りり組組みみ状状況況（河川環境の状況、学習での取り組み、指導者・ボランティア等について） 

〔参加学年等〕 ４年生    〔参加者数〕 秋調査 １３ 人

【秋の調査】2023.9.8（金）〈天気〉くもり〈気温〉27℃〈水温〉21℃ 

＜一番多かった指標生物＞ ヒラタカゲロウ類６ 

＜水のきれい度＞ きれいな水 

＜その他の生物＞ ナベブタムシ 11、ナガレトビケラ６、コカゲロウ４、 

カワニナ３、ウルマーントビケラ３、カワゲラ２、サワガニ１ など

＜水辺の様子＞ ・護岸は整備されているが、土が堆積し水辺は雑草に覆われている。 

・前日雨天だったため、水量は多めで多少濁りが見られる。

子子どどももやや教教師師・・地地域域等等のの感感想想（子どもの反応や反省点、要望等）

〔児童の感想より〕

・阿用川はやっぱりきれいだった。予想してはいたが、安心した。

・生き物で水のきれいさが分かると知ってびっくりした。学習を通して、水生生物は、一時的

な環境の変化があってもすぐに変わらないから、調査に一番適しているのだと分かった。

・これから私たちが阿用川を守っていかないといけないと思った。

・ゴミが落ちていたら、拾いたいと思った。

・調査といっしょに阿用川の歴史が知れた。いろんな人の支えがあって今の阿用川があるこ

とが分かった。いつも見ている阿用川が、好きになった。

○ 昨年度に引き続いて調査を行った。昨年度のデータと比較しながら学習を進めることで、

広がりのある学習を行うことができた。
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